
５
月
は「
孤
独
・
孤
立
対
策
強
化
月
間
」で
す
。

問
合
せ
　
健
康
福
祉
課
☎
０
７
９-

４
３
５-

０
３
１
１

つ
な
が
り
た
い
時
に「
つ
な
が
れ
る
」 

ま
ち
を
つ
く
る

ひ
と
り
で
い
て
も
い
い
、
誰
か
と
つ
な
が
っ
て
も
い
い
。

「
ひ
と
り
で
い
る
こ
と
」
自
体
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
題
な
の
は
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が
生
じ
た
際
に
ひ
と

り
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
い
、
複
雑
化
・
深
刻
化
す
る
こ

と
で
す
。

「
つ
な
が
り
」
が
薄
い
社
会
で
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
問
題
で
す
。

播
磨
町
で
は
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
な
い
ま
ち
」
を

め
ざ
し
て
、
孤
独
・
孤
立
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

孤
独
・
孤
立
対
策
と
は
、
必

要
な
時
・
つ
な
が
り
た
い
時

に
、「
つ
な
が
れ
る
」
ま
ち
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。

播磨町　孤独・
孤立対策PR動画
（30秒）

播磨町の居場所
紹介動画（3分）

孤独・孤立対策
ホームページ

総合相談窓口
☎079-430-6000

（月曜日～金曜日　午前９時から午後５時）
fukusi03@town.harima.lg.jp

それぞれの困りごとに応じた相談先につなぎます

つ
な
が
り
た
い
時
に
つ
な
が
れ
る

『
居
場
所
』が
あ
り
ま
す

子
ど
も
た
ち
が
将
来
、

孤
独・孤
立
に
な
ら
な
い
た
め
に

町
内
中
学
校
の
３
年
生
対
象

社
会
保
障
を
学
ぶ
授
業
の
実
施

『
15
歳
か
ら
の
社
会
保
障 

〜
人
生
の
ピ
ン
チ
に
備
え
て
〜
』

（
令
和
７
年
３
月
）

「
マ
ッ
プ
を
見
て
居
場
所
に
来
ま
し
た
」

と
い
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

播
磨
町
の
居
場
所
マ
ッ
プ

知らないより、知っているというこ
とがすごく大切だなと思いました。
これからもし自分に何かが起こった
としても自分は一人じゃなく、必ず
誰かが助けてくれるということを忘
れずにいたいと思いました。

（生徒感想）

人と人との温かな
つながりのあるまち

みんなとなら
作っていける

こども
会　議
委員募集

　
播
磨
町
で
は
、子
ど
も
が
自
分
ら
し
く
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、町
全

体
で
子
ど
も
を
大
切
に
育
む
と
と
も
に
、子

ど
も
の
権
利
を
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
る

た
め
に
、「
播
磨
町
こ
ど
も
権
利
条
例（
仮

称
）」を
令
和
７
年
度
に
制
定
し
、令
和
８
年

４
月
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
意
見
を
聞
き
、子
ど
も
の
権
利

を
反
映
す
る
条
例
を
作
る
た
め
に「
こ
ど
も

会
議
」を
開
催
し
ま
す
。

播
磨
町
こ
ど
も
会
議
委
員
に

な
り
た
い
人
を
募
集
し
ま
す

▼
対
象
　
播
磨
町
在
住
の
小
学
４

年
生
か
ら
中
学
３
年
生
で
、「
こ
ど

も
会
議
」に
全
て
出
席
で
き
る
人

▼
定
員
　
10
人
程
度

▼
内
容
　
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
の
学

習（
研
修
）。町
が
つ
く
る
条
例
の
案
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
。条
例
を
広
報
す
る
た

め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
づ
く
り
な
ど

▼
会
議
日
程
　
こ
ど
も
会
議
は
、７
月
・
８

月
・
10
月
・
12
月
・
２
月
の
年
５
回
。基
本

的
に
16
時
30
分
〜
17
時
30
分
の
１
時
間
。長

期
休
み
期
間
は
、午
前
中
の
実
施
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

※
内
容
の
進
め
方
に
よ
っ
て
は
、回
数
が
増

え
る
場
合
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
　
５
月
23
日
㈮
ま
で

に
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
こ
ど
も
課
で
申

し
込
み
　
こ
ど
も
課
家
庭
支
援
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

２
３
６
２

こ ど も 課 家 庭 支 援 係
☎0 7 9 - 4 3 5 - 2 3 6 2

播磨町こども会議
委員バッチ

委員バッチをつけて
活動します。

「派遣職員だより」 総務課人事係　☎079-435-0357

播磨町では、関係機関との連携強化を図るため、職員を様々な団体に派遣しております。
今回は、令和６年度から２年間、一般財団法人地域活性化センターへ派遣している職員から近況をお知らせします。

　私は、令和６年４月から、東京に
ある一般財団法人地域活性化セン
ターへ出向しています。地域活性化
センターは、全国の地方創生に関す
る情報や事例を現地に赴き収集し、
全国の自治体等へ情報発信をして
います。
　また、センターにいる職員の大多
数は、全国の都道府県や市区町村の
自治体からの出向者で構成されて
います。出向者は、センターの事業
を実施する一方で、地域力創造大学
校®の本科生となり、現代の公務員
に必要な知識やスキル、地方創生を
学ぶ期間にもなっています。また、
学んだものに基づき、全国の自治体
へ研修の提供や、人材育成プランの
伴走など、地方創生と人材育成に関

わる幅広い事業を展開しています。

　現在、任期の折り返しではありま
すが、外の世界を見て、大きな経験
を得ることができています。この１
年では特に、これからの公務組織や
公務員の働き方という話が多くあ
りました。
　また、人材育成に関する業務に携
わり、どういう人材やスキルが今の
時代に必要なのかを学んでいます。
　どちらも役場組織内の内容です
が、時代に合った組織運営や人材が
育つことは、住民サービスへの向上
や価値創造に繋がっていくもので
あり、重要な学びでした。
　残り１年の任期となりましたが、
まだまだ学ぶことがあります。一つ

でも多くの学びと体験を持って帰
るため、一日一日を大切に過ごして
いこうと思います。

一般財団法人地域活性化センター
https://www.jcrd.jp/

濱田 祐輔（播磨町職員　13年目）

　
社
会
に
は
人
生
で
困
っ
た
と
き
を
支

え
て
く
れ
る
制
度
や
、支
え
て
く
れ
る
人

が
い
ま
す
。義
務
教
育
を
終
え
、将
来
社

会
へ
飛
び
出
す
生
徒
の
皆
さ
ん
へ
、講
師

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Social Change Agency

代
表
理
事
　
横
山
北
斗
先
生
が
社
会
保

障
を
学
ぶ
授
業

を
実
施
し
ま
し

た
。

こども会議
委員募集
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